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<更なる緑化活動に向けて>
去る5月 21日 (土 )、 神戸中華会館 7Fにて第 2回通常総会 。講演会・懇親会が開かれました。

神戸の庭山六甲は、新緑に包まれさわやかな風が′き地よい五月晴れの中、会員・理事の方々にお集まり頂きました。

総会では一木仁理事が司会をつとめ、まず林同福氏を議長に選出し、2004年度事業報告 。決算報告及び2005年度事

業計画・予算案が満場一致で承認されました。尚、当日の正会員数295名 (団体を含む)の うち、出席者32名 、書面に

よる議決への参加者89名 、委任状提出者31名 、合計152名 で総会は成立しました。開会に先立ち石嘉成副代表は次の

ように挨拶をされました。

得なければならない。

また、今年から日中友好林での緑

化活動以外でも、地元である六甲山

系において植林を開始し、足元での

具体的な活動を通 じて、KFGの 活

動がより多くの皆さんに理解が得ら

れるよう、ご協力とご支援をよろし

くお願いします。

轟 誂 穐 磁 恣 類
れ松や梅の古本に付着しているこけ状の

ものです。これらは樹木に着生していま

すが、樹木とは共生しておりません。神

社仏閣の灯籠や墓石を見てください。石

の上にも着生しているのが観察できます。

庭木で見つかつたら、その庭木が弱つて

いると考えてください。健全な庭木は、

樹幹や葉から揮発性成分を出し、これら

地衣類や病原菌の着生や寄生を防いでい

ます。

庭木の枝葉の病気は、通風や採光を改

善することによつてほとんど防げます。

このためには整枝剪定が必要です。問題

は根の環境にあります。

根の周辺には有害な土壌伝染性病原菌が

多数生息し、防除は困難です。

これらの病原菌が生活できにくい環境作

りすなわち排水、保水、保肥性の優れた

土壌に改良します。 ミミズが住める環境

は、庭木の根が健全に生育できる環境で

もあります。根も生き物で、新鮮な空気

を多量に欲 しがつています。庭木の周辺

を6か ら8箇所程度に分割 し、数年かけ

て庭土に木炭 。牛糞堆肥を混ぜ、地下

60cm以上膨軟な土壌にします。木炭は有

用菌類の住みかとなり、牛糞堆肥は有用

菌類のえさにもなります。

山の植物はどんどん変化していきます。

たとえば火山が噴火し周辺の植物が燃え

尽きて裸地になった跡は、裸地→コケ・

シダ類 。地衣類■ 1年生草本草原→多年

生草本草原→低木性落葉樹林→落葉樹林

→落葉樹 +ア カマツ林→常緑樹林と時間

をかけて変fヒ していきます。以後、外圧

がない限り常緑樹林が続き、シイ類、カ

講演者 天野孝之 (樹木医、KFG顧 問)

樹木と菌類の関係を講演される天野孝之さん

シ類、クスノキ、タブノキ、ヤマモモな

どが茂 り、その下にはアオキ、ツバキ、

シキミ、ヒサカキ、サカキなど生育しま

す。このように裸地から常緑樹林になる

まで700年から800年はかかります。現状

の風景を維持するためには、外からの莫

大な力が必要です。

たとえば、京都市嵐山の渡月橋から見え

る松山の風景が変わつてきています。松

山がいつまでも松山であり続けるために

は、人間が松山として維持管理 していか

なくてはなりません。管理者は常緑広葉

樹を伐倒 し、アカマツやヤマザクラ、ケ

ヤキ等の落葉広葉樹を植栽し昔の景観維

持に努めています。松くい虫による松枯

れは、この変化の進行を早めています。

地上部の植物の変化、落葉広葉樹林から

常緑広葉樹林の変化に合わせてきのこ相

が異なるように、土の中でも微生物相の

変化が起こつています。

自然の流れを無視した砂漠緑化は、莫大

な労力が必要です。時間はかかるでしよ

うが、自然の力をうまく取り込んだ緑化

技術の検討も必要でしよう。

黄河の森緑化ネットワークは法人

化して 2年半を迎え、会の活動は順

調に進んで来ました。昨年、日中友

好林での植樹には、笹山前神戸市長

神戸の実業団体の方々も参加され、

会の活動への関心が得られ、組織も

面的に広がっています。

しかし、今後共更に日中友好林での

現在、生物は大きく植物、動物、菌類

に分けられています。植物は無機物から

有機物を生産する生産者、動物は植物が

作つた有機物を消費する消費者、そして

菌類は有機物である動物・植物を無機物

に分解する分解者として理解されていま

す。これら三者は、お互いに深い関係を

持つています。今回、植物、特に樹木と菌

類の関係を見てみましょう。

植物にとつて、菌類は植物病原菌の印

象が強く、すべての菌類が悪者のように

考えられていますが、結構役に立つ菌類、

有用菌類がいます。それらの多くは共生

菌類と呼ばれ、根粒菌、VA菌根菌や糸

状菌類の仲間で根と仲良く生活していま

す。根粒菌は、レング等マメ科植物の根

と共生し、根に空気中の窒素を固定し、

土壌中に窒素を供給する働きをします。

VA菌根菌と呼ばれる菌類は、多くの庭

木、草花、野菜等の根と共生し、菌類は

根が伸びることのできない、狭いあるい

は遠いところまで菌糸を伸ばし養分、水

分を吸収 し根に供給 しています。また植

物は葉でできた光合成物質を菌類の栄養

源 として提供しています。糸状菌はたと

えば、マツタケの様にきのこを作る仲間

が多くあります。VA菌根菌と同じよう

な働きをしますが、きのこを作るなど生

活様式が少し異なります。これらの菌類

利用による庭木の樹勢回復は可能だと考

えられますが、まだまだ研究の余地は残

されています。

菌類と下等植物の藻類とが共生して一

体となつている生き物、地衣類がありま

す。サルオガセ、ウメノキゴケ等と呼ば

緑化活動を充実させる組織として、

また中国側からも第 2期 日中友好林

プロジェク トの希望もあり、それに

は我々の組織を充実させなければな

らない。数年来の活動の中で、組織

の拡大は順調ではあるが、まだ努力

が不十分であり、更なる組織の拡大

には会員皆さんのご理解とご協力を
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身近にできることから環境保護を
一と4月 17日 、「第 3回六甲山クリー

ンアップ活動」を実施 した。会員10

人が参加、好天に恵まれ、花吹雪が

舞 う中を、清掃ハイキングに汗を流

した。コースは阪急岡本駅一保久良

神社―風吹岩一横池―高座の滝―阪

急芦屋川駅 と、お散歩感覚のファミ

リー向け。午前 9半過ぎ、「KFG」
のマークの入つた会の旗を先頭に、
いざ、出発。

登山口ではすつかり葉桜に変わっ

ていたが、高度を稼ぐほどに花が増

え、300～ 400mで はちょうど満開。

遠くポーアイ、六甲アイランドから

大阪湾を一望するパノラマをバック

に、山桜、人重、枝垂れが咲き競い、

薫風に花びらが舞 う様は、この季節

一 小 さな活 動、身近 な視 点か ら地 球 環 境 を考 え る輪 を広 げ る一

FG理事 一 木 仁 (神戸新聞社)

の六甲山ならでは。淡いピンクのコ

バノミツバツツジ、スミレの紫、純

自のタムシバと色とりどりの花に加

え、ウグイスの声を楽しみ、イノシ

シの親子からあいさつを受けるなど、

春山の自然を満喫 した。

清掃活動も怠 りない。登山道近く

の雑木林や渓流、谷に投げ捨てられ

たビニール袋、空き缶から、休憩所

付近の上に埋もれた煙草フィルター

まで、丁寧に拾い集めた。お山の美

化と心身の リフレッシュを終え、午

後 2時前、ゴール阪急芦屋川へ。

神戸市民の “庭"六甲山は、約百

年前は現在の黄土高原の同じくハゲ

山だつた。その後、植林で緑を取り

戻し、市民に親 しまれる裏山に変身

を遂げた緑化のモデルケース。

収穫物は少ない程よい

清掃ハイキングは、黄河緑化への

息の長い取 り組みのPR>地 元に根

ざした活動の展開>ゴ ミ拾いという

小さな活動、身近な視点からも地球

環境を考える輪を広げる一などの狙

いで昨春から始めた。活動は春秋 2

回で、今年は10月 にも予定されてい

る。 日ごろの運動不足の解消、自然

との触れ合い、会員同士の交流を兼

ねて、是非ご参加を一。

知らせ=

こQ歴幹翠超驚今年は秋のツアーの他、夏のツアーには蘭州に 3泊 をします。友好林での作業、スタッフ

との交流を深めたいと考えています。この機会にとお考えの方は、早目にお申込み下さい。

●夏ツアー 8月 21日 (日 )～ 8月 28日 (日 )7泊 8日 上海・蘭州・林朴。上海
費用¥159,000(関 西空港、中国空港施設使用料含む)

●秋ツアー 9月 17日 (土)～ 9月 25日 (日 )8泊 9日 上海・蘭州・カシュガル・和田・上海

費用¥239,000(関 西空港、中国空港施設使用料含む)

*ホームページをご覧になってください。

【お問合せ先】

腑神戸華聯旅行社 担当 金 啓功

TEL078-391-5185  FAX078-332-4458

審世λ麟|'

―あ0本6、

みなさま、蘭州滞在時にお世話に

なつたバスガイ ドの男性を覚えてい

らつしゃいますか。名前は、胡明山

さんといいます。お会いしたとき、

ちょうど50歳 でした。紺色のスーツ

にチェックのネクタイ、そして白い

ワイシャツに、髪をシチサン (ハチ
ニ?)に分けた、全力投球のあの男

性です。

蘭州滞在時のホテルを覚えていま

すか。そのホテルの裏から1本の柳

の本を見ることができました。高さ

は10mを超えていました。その柳は

高層のアパー トとアパー トの間に挟

まれながらも、 たくましく育ち、緑

の葉をつけ、風になびいていました。
「あの本は、私の母親が植えたんで

すよ」胡さんは右手の指で木を差し

示 し、うれ しそ うに私に教えてくれ

私0日親万植えたんこすさ一

ました。

彼の母親は韓桂珍さんといいます。

その柳は、1958年に韓さんが植えた

そうです。今から47年も前のことで

す。韓さんは 9年前に亡くなつたと

いいます。享年82歳でした。
「たまにこの柳を見に来るんです。

母に会つているようで、うれ しくな

ります」

まるで、柳に母親の魂が宿つてい

るかのようです。母親はいつも胡さ

んを見守っているのかもしれません。

*****

日本人や華僑らが、それぞれの思

いを込めながら植えた友好林。木を

見つめながら、現地の中国人は何を

思つてくれているのでしょうか。
「日本からこの遠い蘭州に、みなさ

まが木を植えてくれて、感動 してい

山 下 貴 史

(毎 日新聞神戸支局)

ます」胡さんはこう言つてくれまし

た。

歳月が経ち、みなさまの植えた、

大きく成長 したコノテガシフを見た

現地中国人の子々孫々、植林活動を

しているかもしれないみなさまの子

どもさんやお孫さんたちは何を思 う

のでしょっか。

政治面での日中関係を思 うとき、

本に宿つたみなさまの思いは、決 し

て小さなものではないと思います。
「この木は100年前にね、日本の△△

さんが植えた木なんだよ」
「この本は、うちのじいちゃんが50

年前に植えたんだって」

そんな未来を想像するとわくわく

します。

みなさまのご活躍を心よりお祈 り

申し上げます。
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近くの自然をボーと見ていると何

も見えませんが、よく観ると色々な

事が沢山観えて来て、人生が楽しく

なつてきます。

丹波市山南町下滝、福知山線下滝

駅で下車し徒歩約10分で我が家です。

篠山川・福知山線・県道77号線が、

東西に10km余 り、ウナギの寝床のよ

うに細長い小学校校区の中心が下滝

です。駅・警察・郵便局・農協等一

応揃っていますが、校区内に信号機

はありません。こんな丹波の田舎で

観たもの、観られるものを「丹波市
・下滝いろいろ」のコーナーとして、

何処まで出来るか分かりませんが紹

介 していただきたいと思います。

第 1回は、モ リアオガエル (兵庫県
レッドデータブック記載Bラ ンク)で

す。

日本固有の森林に生息するアオガ
エルの一種で、5月 末から6月 末に

かけて森の中の小さな水溜 りや水田

にせ り出した木の枝先、池の縁の茂

みなどに泡状の卵を産み付けます。

産み付ける高さは水面ぎりぎりから

10m以上までさまざまです。色は黄

白色、大きさはソフ トボール位の卵

塊です。緑色 した中型のカエルで、

わたしは1913年 、荒れ地にさまよ

い、ひとりの男にであう。男はどん

ぐりを植えていた。

第 1次大戦に参加 したわたしはふ

たたび、荒れた心のままtその地を

訪れる。何と緑がもどつているでは

ないか ?

男は木を植えつづけていた。ひた

すらに、ひたすらに。
第 2次大戦がはじまった。それで

も男は木を植えつづけた。大戦が終
わつて、材木が必要になつたが、彼の

植えた木を伐採することはなかった。
あまりの山奥で、運搬に費用がかか

りすぎたから。
それからも男はただ木を植えつづ

ける。

目の周 りは赤みを帯びたオレンジ色

や金色です。全ての指に吸盤が発達

していて、樹の上で生活 しやすいよ

うになつています。

そんなモ リアオガエルが卵を産む

場所が、家の近くに4箇所あり、 2

箇所は森の中の池、防火用水池、そ

して我が家のアイガモ田です。多い

年は4箇所で卵が100個 になる事も

あります。今年もアイガモ田のネッ

トや草むらに20個産んでいます。勿

論他の 3箇所にも観られ、産卵は夜

に行われる為、殆どその様子を観る

事は出来ませんが、去年の 6月 7日

の早朝に森の中で、 4夫婦が同じ場

所で産卵 しているのを偶然発見し、

写真を撮ることが出来ましたが、感

動のし過ぎで上部が切れてしまいま

した。では何故、アイガモ田に産卵に

やつて来るのか、①緑肥として20年

以上レンゲを咲かせている。②無農
薬の田圃である。③アイガモネット
が水の中にある。④田圃が森に近い。
⑤田圃の持主がやさしい(?)等の相
乗効果ではないかと思っています。

しかし、最近カエルが増え過ぎた

のか路上で車に礫かれて、死んでい

るのをよく見るようになりました。

これらの中にはシュレーグルアオガ

エル (レ ッドデータブックCラ ンクで

水田の土の中に産卵する)が 田圃に

移動中に蝶かれたのが多いと思いま

すが、残念ながらどうする事も出来ま

せん。シュレーゲルアオガエルの卵

は、田植えの準備で代掻きをすると

上の中から20個近く浮いてきます。

初夏の下滝の 1場面を紹介致しまし

た。

一本 を植:え た 男 一 KFG会 員 畑 中 弘 子
(児童文学者)

たいと思います。かつて荒れ地であつたときは、そ
こに住むものはいがみあい、憎 しみ

あいながら生活をしていた。未来ヘ

の夢もなく気品や美徳をはぐくむよ

うな環境ではさらさらない。かれら

はただ、死を迎えるために生きてい

た。
ところが今は……。

淡々とつづられる、本を植える男
の物語である。読後なぜか、KFG
の働きを思いおこしてしまうは、私
ひとりではないだろう。

すばらしいお話はまんまんと水を

たたえるかつての黄河のように、人
々の心をうるおします。機会があり

ましたら、環境と自然をテーマとし

た美しいものがたりを紹介 していき

ジャン・ジオノ 原作

フレデリック・パック 絵

寺岡 裏 訳

あすなろ書房

アイガモネットのポールで昼寝をするメス 4夫婦の産卵

④



特定非営利活動法人黄河の森緑fヒネットワーク会報

黄土高原の植物Ⅳ

KFG顧問 徳 岡 正 三 (高知大学農学部森林科学科教授、農学博士)

初めて中国へ行つて 2か月を過ご

したのが内蒙古 (内モンゴル)自 治区
のオル ドス高原とい うところであつ

た。北と東、西の三方を黄河で囲ま

れ、クブチ砂漠とマオス沙地という
九州の大きさほどの荒地が広がる。
その後も続けて何度か内蒙古を訪れ

た。そ うしたこともあつて、内蒙古
で宴会があって、ほどよくお酒がま

わつてきたときに、つい 「内蒙古我
的第二個故郷」 (内 蒙古は私の第二

のふるさと)と 言つて しまう。こう

言 うと、かならず一座の人がよろこ

んでくれるので、毎回言つてしまう。
しかしこう言 うだけの理由は十分あ

る。内蒙古で過ごした月日が中国の

荒地を知る原点となったのだから。
オル ドス高原の南に黄土高原が接

している。その黄上高原の北東の隅
に内蒙古のハーリンガル県がある。
ここの緑化が進んでいるというので

見学することになつた。現内蒙古農
業大学副学長の王林和氏が案内して

くださった。氏はかつて高知大学農
学部に留学 しておられた。

中国の人たちは楽 しくわいわいと

食事をする。私とい う客人がいたか

らかもしれないが、見学前の昼食は

宴会的な食事となった。さて、長い食
事も終わり、見学地が広いというの

でジープに乗っての見学となった。
アルコールが入つて、ゆらゆら揺ら

紫穂愧、イタチハギ、
クロバナエンジュ

されれば、睡魔が襲つてくる。 目を

開けていよ

うといくらがんばっても、熱心に説

明してくださる現地技術者の声が、
す―とどこかへ飛んでいく。つい、
うとうと眠つてしまうのである。ふ

と気が付くと車内はじ―んとしてい

る。説明をあきらめてしまったらし
い。まことに申し訳ないことであっ

たが、不思議と道の両側にたくさん
のイタチハギが育っていたのを覚え
ている。

前置きがたいへん長くなつたが、
イタチハギといえば、申し訳なさと

ともにハーリンガル県が思い出され

る。
高木に育つニセアカシアに対 し、

低木にとどまるイタチハギ。成長 し

たときの大きさは異なるが、同じく
北アメリカ原産のマメ科の植物で荒
地に強く、ともに六甲山でよく植え

られている。小さな花が集まって穂
状になり、これがイタチの尾に似る
ところからこの名があると言 う。別

名のクロバナエンジュは花が紫黒色
であるところからきている。中国名
の紫穂枕 (ズースイホアイ)も 花が集
まつて紫色の穂となるところからつ

いている。 5～ 6月 に花が咲くので

来年の話になるが、ニセアカシアの

自と対比させてごらんいただければ
と思 う。

イタチハギ

議 ●メ

ヽ

内蒙古ハーリンガル県のイタチハギ

前回紹介した「中国主要樹種造林
技術」にイタチハギも載つている。
イタチハギも中国にとつて大事な木
なのである。ここでは「中国退耕還

林主要樹種」 (中 国林業出版社)と い

う本からイタチハギの働きを見てみ
よう。この本では「生態林造成の主

要な低木」の章があり、50種が紹介
されている。その中の 1種がイタチ
ハギであるが、「優良な肥料 (土地を

良くする)、 飼料 (家畜のえさになる)

燃料となり、土壌保全に役立つ特別
な経済樹種」として紹介されている。
少 しなら塩分を含む土地でも生育で

き、痩せた山地斜面でも大丈夫とい

ろいろ太鼓判が押されている。蘭州
でも大いに働いてくれることだろう。

暁
瞳

ンア■■活動
つ

~

緑豊かな六甲山は104年前も黄土高原

と同様禿山だつた。恩恵を受けている私

達はその保全に努める必要があります。

小さな美化活動も環境保全への輪が広が

ります。

今年も下記の要領で実施しますので、

会員同士の交流もかねて、歩くことの楽

しさと小さな活動にふるつて参加 しませ

んか。

●日 時 2005年 10月 16日 (日 )AM.9:30

●集 合 阪急岡本駅 小雨決行

●歩 行 約 4時30分  6km
●コース 阪急岡本駅～打越峠～横池～

荒地山～横江～風吹岩～高坐

の滝～阪急芦屋川駅

●持参品 弁当・水筒・雨具・タオル等

●参加費 100円 (保険)

● リーダー 安本 昭久

●サブリーダー 矢野正行

―住吉川上流域 に言木 を植 える一

中国蘭州市の日中友好林の植樹活動は

順調に進んでいます。足元である六甲山

での具体的な緑化活動拡大としてはじめ

た住吉川上流域では、コナラ 。アカシデ

・ヤマザクラ等を250本植えました。今

年度も引続き下記の要領で実施 します。

●日 時 2005年 8月 7日 (日 )下草刈 り

2006年 2月 26日 (日 )下草刈 り

3月 12日 (日 )準備

3月 19日 (日 )植樹

●集 合 JR住 吉駅 AM.9:00

●持参品 弁当・水筒・軍手・タオル等

●参加費 100円 (保険)

*参加される方は事務局にご連絡を !

下草刈り準備完了

苗木を植える会員達
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パネラー

こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ

―広:プさう 地球|こ緑き !―
日 時

場 所

内 容

<基調講演> 前中久行氏(大阪府立大学大学院・

<パネルディスカッション>
生命科学研究科教授)

コーディネーター 芹田健太郎氏(神戸大学名誉教授・兵庫県国際交流協会

参与 。神戸新聞社客員論説委員)

相川康子氏 (神戸新聞社論説委員 環境問題担当)

辻本智子氏 (環境デザイン研究所所長・淡路夢舞台温室
「奇跡の星の植物館」プロデューサー)

徳岡正三氏 (高知大学森林科学科教授・KFG顧問)

米田該典氏 (大阪大学総合学術博物館助教授・絶滅危惧

植物対策委員会委員 。薬学博士)

2005年 10月 29日 (土)PM.13:30～ PM.16:45

神戸市教育会館 (JR元町駅東口より鯉川筋北へ徒歩10分 )

KFG理 事 小 舟 史 代

生蒙霞3だア殺瑾豪晨急Fゞ暮ば卜倉言ξス菫言意kiЪ危好丁ごち薫百呈詈源習畠

したり、みかんの樹にいる虫はごちそうに採らずになどして鳥家族を見守りました。

まもなく小さな巣から4羽が巣立って、今では家のまわりを大空を飛びまわっています。

だ警早■黎 M、 1蔭善な種だ鷲Ъ以翼嘉氷ユξず蟄tだμた5子長ぶ八 繁

はとても表情豊かでモーツアル トの音楽も顔負けと聞きましたが、ほんとうだなと感

動しました。そう言えば、いつかフィリップ殿下がWoWoFの 会長をされているとか

聞いたことがあります。豊かな環境を守る姿勢があつてのことだと思います。KFG
のシンボルマークは黄上高原に鳥を重ねてイメージして作られていますが、蘭州にも

いつか緑の山々に鳥が訪れてくれることを願つています。

こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ

ご寄付・ 助成
轟鰤 導暉肝ヨJ騨琴爾層爛爵引酢彎癬瀬ぼ降籐″

●会員の皆さんのご協力により、KFGの 活動は着実に進んでいます。

これまで会費・寄付金のお願いは、会員の入会時期を考慮 して年 2回 に分

けてお願いしました。 しかし、かえつて混乱をまねくもとになりました

ので、2005年度からは 7月 号会報の発送時にお願い書を同封させていた

だきましたので、よろしくお願いします。

●会報への投稿をしてください。KFGの 活動の助言や環境問題の情報、

ご自分の考え方をお寄せください。本誌は 2月 。7月 の発行です。

締切、紙面の都合より掲載できない場合がありますのでご了承下さい。

鳥■ こり・ TOr:

と き 10月 20日 (本)～25日 (火 )

ところ 神戸大丸9F
主 催 毎日新聞神戸支局

共 催 NPO法 人

黄河の森緑化ネットワーク

毎年実施している日中友好林での

植樹活動を、今回毎日新聞神戸支

局から小川記者が同行します。

KFG会員にも協力していただき、

写真展を開催されます。

去年に引き続き “はあ～とふる

ふぁんどひょうごボランティア

あしすと'よ り50万円の助成が

: ありました。

: どうもありがとうございます。

―

・
・

‐ ‐ 口
・ ・ ‐ ‐ ● ● 口 ■ 日 ■ ロ ロ ロ ロ ‐ ● ● ‐ ‐ ●

マロニエの木蔭で休む羊たち


